
児童生徒数・学級数の将来予測

資料３
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中学校学級数（特支なし） 小学校学級数（特支なし） 児童生徒数（ALL) 生徒数（中学校） 児童数（小学校）
（人） （学級数）

（年度）

出典：2022年度まで実績値（毎年５月１日）
2023年以降は、2022年４月１日の住民基本台帳を基準人口とし、コーホート要因法*を用いた人口推計に小中学校通学者比率による補正等を行い、児童生徒数を算出した。

*コーホート要因法：年齢別人口の加齢に伴って生じる年々の変化を、その要因（死亡、出生及び人口移動）毎に計算して将来の人口を求める方法。

児童生徒数ピーク

中学校生徒数
1985年5,696人

現在

3,877人

2,013人

1983(S58)
16,555人

小学校児童数
1981年11,650人

6,119人

3,050人

2022(R4)
9,169人

10年後 20年後 40年後

ピークから現在にかけて
-45％

2062(R44)
5,890人

今後40年-36％

３分の２に減る予測

4,911人

2,691人

7,602人

4,629人

2,306人

6,935人

旭小
新設

中原小
新設

南中
新設

ピークにあわせ学校を新設し対応

②変化が激しい時期

③変化が緩やかな時期

12年で36％
（5,897人）減

直近20年で14％
（1,484人）減 10年で17％

（1,567人）減 20年で24％
（2,234人）減

20年前

10,653人

7,322人

3,331人

• 児童生徒数は1983年をピークに現在まで45％減少しているが、急減したのは最初の12年間でその後は緩やかに減少している。

• 直近20年の減少率は14％減だが、今後20年は24％減と、減少スピードが速まる。

• 40年後には現在より36％減少し、現在の３分の２となる予測となっている。

1

2

3
4

5

これまでより
減少スピードが速まる
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中学校学級数（特支なし） 小学校学級数（特支なし） 児童生徒数（ALL) 生徒数（中学校） 児童数（小学校）
（人） （学級数）

（年度）

１．市全体の児童生徒数推移および推計

1
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（人）

2

2042年の
児童生徒数

-9％

今後20年間

東中

相模中

（人） 20年前 10年後 20年後
現在

-14％ -17％

-24％

2,241

1,980

1,950

1,685

1,558

1,239

1,766人

1,629人

1,620人

1,578人

1,399人

1,177人

1,202人

1,531人

1,335人

1,203人

879人

1,471人

1,564人

1,392人
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（人）

1,258人

1,030人

887人

-20％
（-402人）

-5%（-62人）

相模中学校区

座間中学校区

西中学校区

栗原中学校区

東中学校区

南中学校区

-28％
（-621人）

-10%（-159人）

-9%（-184人）

-3%（-56人）

過去（2002年) から 現在(2022年) の変化（中学校区）

相模中学校区

-3%（-47人）

座間中学校区
西中学校区

栗原中学校区

東中学校区

南中学校区

-32％
（-563人）

-37％（-520人） -33％（-392人）

-18%（-294人）

-26％
（-418人）

• 児童生徒数の
多い市東側の
東中・相模中
学校区の減少
率が大きい。

• 相模中学校区
は一時的に増
加予測。

• 特に、西中・
栗原中・南中
学校区の減少
率が大きい。

現在（2022年) から 20年後(2042年) の変化（中学校区）

西中

座間中

栗原中

南中

785人

２．中学校区別

西

座間

東

相模

栗原

南

西

座間

東

相模

栗原

南



中学校区名 小・中学校名 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

座間小 24 24 25 24 25 25 25 23 23 23 23 23 23 23 24 24 24 24 23 23 23

入谷小 15 14 14 15 16 16 15 16 15 15 16 17 17 17 17 17 17 17 17 15 15

西中 18 18 17 17 16 16 16 16 17 17 16 15 14 14 15 15 15 15 15 15 15

相武台東小 24 24 25 25 25 23 23 23 22 21 21 21 20 20 20 21 19 19 19 19 19

座間中 13 13 14 12 13 13 13 13 13 13 14 14 13 12 12 12 14 15 15 15 15

栗原小 18 19 19 19 19 18 18 18 18 18 18 19 19 19 19 20 20 21 22 21 23

立野台小 18 18 18 18 18 18 18 20 19 20 20 20 21 22 22 22 23 23 23 23 22

中原小 18 18 18 18 18 18 18 18 17 15 16 14 15 15 15 14 14 15 14 14 14

栗原中 15 15 15 15 15 16 16 16 15 15 15 15 14 13 12 12 12 12 12 13 13

南中 12 12 12 11 11 10 10 10 12 12 12 12 12 12 11 11 9 10 11 12 12

ひばりが丘小 21 21 21 20 20 20 20 20 20 20 19 18 17 15 14 14 13 12 12 12 12

東原小 18 17 18 18 18 18 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 18 18 18

旭小 18 18 19 19 18 18 19 19 18 18 18 17 18 18 18 18 17 17 16 15 15

東中 18 18 18 18 19 19 19 18 19 18 18 18 18 17 18 16 16 15 16 15 15

相模野小 20 20 22 20 22 23 25 24 24 23 23 22 21 21 20 20 19 19 18 17 16

相模が丘小 21 21 21 20 21 21 19 19 19 19 19 18 19 19 19 19 18 19 19 18 18

相模中 15 16 15 16 17 18 18 17 18 18 18 18 17 17 16 16 15 15 15 15 15

西中学校

座間中学校

相模中学校

栗原中学校

南中学校

東中学校

３．過去20年間の小・中学校の学級数の変化
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23
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2023

16

16

18

19

築60年以上

18

過  去 ［過去20年間の変化］ 2012年度 現 在［過去10年間の変化］ 2022年度

20年前 10年前 現在

• 中学校区全体の
変化は横ばいで
も、増加する小
学校（例：立野
台小）がある。

• 直近10年間で
は、３つの小
学校では児童
数が増加傾向。

• 学級数は全校、
標準～大規模
の範囲内。

• ２つの小学校
はより児童数
の減少が進み、
学級数も減少
している。

18

• 減少率の大き
い２つの中学
校区で、特に
相模野小、ひ
ばりが丘小が
既に急減して
いる。

15

23

14

18

22 13

12

12
15

• 標準規模の下限
値校(12CR校)
が２校出現。

2002年 から2022年
の変化（再掲）

学級数

小学校中学校

19学級以上
(大規模校)

13～18学級
(標準規模校)

12学級
(標準規模校下限)

普通学級数

（学級）

※表は各年度の普通学級数

19学級以上 12学級 11学級以下

小学校中学校

19学級以上
(大規模校)

13～18学級
(標準規模校)

12学級
(標準規模校下限)

普通学級数

小規模校化一歩手前で、
動向の注視が求められる

小規模校化一歩手前で、
動向の注視が求められる

3



中学校区名 小・中学校名 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042

座間小 23 25 25 26 25 24 24 23 22 21 20 19 18 18 18 18 18 18 18 18 18

入谷小 15 14 15 15 15 15 14 14 13 13 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

西中 15 16 16 16 15 15 15 15 15 15 14 13 13 12 12 12 12 12 12 12 12

相武台東小 19 19 20 21 22 23 23 23 23 23 23 23 24 23 22 21 20 20 19 18 18

座間中 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 16 16 15 15 15 15 14 13 13 12

栗原小 23 21 21 21 20 18 17 17 16 15 14 14 13 13 12 12 12 12 12 12 12

立野台小 22 23 22 22 21 20 19 18 18 19 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

中原小 14 15 16 16 16 15 14 13 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

栗原中 13 13 13 13 13 12 12 12 12 12 11 10 9 9 9 9 9 9 9 9 9

南中 12 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 9 8 8 9 9 9 9 9 9 9

ひばりが丘小 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

東原小 18 18 18 19 18 17 17 16 15 14 13 13 12 12 12 12 12 13 13 15 15

旭小 15 16 17 16 15 15 15 14 13 13 13 13 12 12 12 12 12 12 12 12 12

東中 15 15 15 15 15 14 14 14 15 14 13 11 11 11 12 12 12 12 12 12 12

相模野小 16 14 13 13 13 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

相模が丘小 18 18 18 18 18 19 18 19 20 21 22 23 24 24 24 24 24 23 22 21 20

相模中 15 15 15 15 14 13 12 12 12 12 12 12 11 12 14 15 15 15 15 15 15

西中学校

座間中学校

相模中学校

栗原中学校

南中学校

東中学校
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15

築60年以上

令和24年

３-２．今後20年間の小・中学校の学級数の変化

将 来［今後10年間の変化］ 将 来［今後20年間の変化］2032年度

20年後10年後現在

築60年以上

12 • 中学校は、小
規模校が２校
出現

• 標準規模の下
限値校(12CR
校)は５校に。

• 相模が丘小・相武
台東小は増加予測
で、20学級を維持
する予測。

• 栗原小は
23⇒14CR
と急減予測。

12 15

• 小規模校の
一方手前の
学校が近接。

• 中学校の小規模校化が進行。

• 標準規模の
下限値校
(12CR校)
は9校に増
える。

小学校よりも中学校の小規模校化が先に進む。
小学校は、20年後まで適正規模を維持できるが、東中学校区は下限値校が近接している。

★

小学校中学校

19学級以上
(大規模校)

13～18学級
(標準規模校)

12学級
(標準規模校下限)

普通学級数

11学級以下
(小規模校)

（学級）

※表は各年度の普通学級数

19学級以上 12学級 11学級以下

2042年度

23

小学校中学校

19学級以上
(大規模校)

13～18学級
(標準規模校)

12学級
(標準規模校下限)

普通学級数

11学級以下
(小規模校)

4



● 小学校区と中学校区の関係、学校配置

小学校数：11校
中学校数：6校

進学先中学校1（進学者が多い） 進学先中学校２（進学者が少ない）

座間小学校 西中学校 327人（平均109人/年） 座間中学校  25人（平均８人/年）

立野台小学校 座間中学校 215人（平均72人/年） 栗原中学校 137人（平均46人/年）

中原小学校 栗原中学校 162人（平均54人/年） 南中学校   50人（平均17人/年）

栗原小学校 南中学校 165人（平均55人/年） 栗原中学校 147人（平均49人/年）

東原小学校 南中学校 161人（平均54人/年） 東中学校 120人（平均40人/年）

⚫ 小学校卒業生の進学先（2019～2021年度卒業生分の合計値）

狭い範囲に小学校
が３校近接。

南中学校区には
小学校はない。

4．学校区と学校配置の状況

● ２校に分かれて進学する小学校の児童分布（詳細次ページ）

相模中学校区

東中学校区

座間中学校区

西中学校区

栗原中学校区 南中学校区

黒枠：中学校区

中学校区 小学校区

相模中学校 相模が丘小学校 相模野小学校

東中学校 旭小学校・ひばりが丘小学校・東原小学校（一部）

南中学校 東原小学校（一部）・栗原小学校（一部）・中原小学校（一部）

栗原中学校 栗原小学校（一部）・立野台小学校（一部）・中原小学校（一部）

座間中学校 相武台東小学校・立野台小学校（一部）・座間小学校（一部）

西中学校 座間小学校（一部）・入谷小学校

小中学校区の一致している学校

• ２つの中学校区にまたがる小学校の児童分布をみると、栗原小学校や東原
小学校では、小学校が立地していない南中学校区に児童が多く居住してお
り、学校配置と児童分布にアンバランスが生じている。

• 学校ごとの児童生徒数・学級数の変化で減少予測の大きい栗原中学校区や
南中学校区で、小学校区と中学校区が一致していない。

• また、過去から現在の減少率の大きい東中学校区・相模中学校区では、小
学校同士が近接して配置されている。

一番遠い児童
２.2km(40分)。

小学校区・中学
校区が一致して
おらず、入り組
んでいる。

学区の南側に
児童が多く居
住している。

斜線は、進学者が多い方
の中学校区を表示

5
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19

7％が

座間中に進学

39％が

栗原中に進学

-15％
-28％

-14％ -24％
-11％

+21％
-31％

0

6

12

18

24

30

36

42

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1,750

S
5
5

S
5
6

S
5
7

S
5
8

S
5
9

S
6
0

S
6
1

S
6
2

S
6
3
H
1
H
2
H
3
H
4
H
5
H
6
H
7
H
8
H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0
R
1
R
2
R
3
R
4
R
5
R
6
R
7
R
8
R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
1
4

R
1
5

R
1
6

R
1
7

R
1
8

R
1
9

R
2
0

R
2
1

R
2
2

R
2
3

R
2
4

（人） （学級）

（年度）

入谷小

1983 2002 2022 2042

現在
-56％

ピーク 20年前 20年後

1,069人

490人

345人

470人 15

-4％
-27％

0

6

12

18

24

30

36

42

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1,750

S
55
S
56
S
57
S
58
S
59
S
60
S
61
S
62
S
63 H
1
H
2
H
3
H
4
H
5
H
6
H
7
H
8
H
9

H
10
H
11
H
12
H
13
H
14
H
15
H
16
H
17
H
18
H
19
H
20
H
21
H
22
H
23
H
24
H
25
H
26
H
27
H
28
H
29
H
30 R
1
R
2
R
3
R
4
R
5
R
6
R
7
R
8
R
9

R
10
R
11
R
12
R
13
R
14
R
15
R
16
R
17
R
18
R
19
R
20
R
21
R
22
R
23
R
24

（人） （学級）

（年度）

座間小

現在
-28％

ピーク 20年前 20年後

1983 2002 2022 2042

1,114人

875人

496人

800人
23

-9％
-38％

現在15学級だが、今後は児童数が緩やかに減少し
2032年以降12学級となる見通し。

現在23学級だが、今後は減少傾向が続き2034年以降
18学級で推移する見通し。

現在15学級だが今後は減少し、2035年以降12学級
で推移する見通し。

現在15学級。2039年以降は減少する見通し。
現在の未就学児が多いため、今後一時的に学級数が
2034年の24学級まで増加後、減少に転ずる。

現在22学級で、今後児童数が200名程度減少
し、2029年以降18学級程度で推移する見通し。

93％が

西中に進学

全員が西中に進学

全員が座間中に進学

5．学校別児童生徒数推計および２校に分かれて進学する小学校の児童分布（詳細）

小学校名：立地する中学校区の色で着色

61％が

座間中に進学
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23 大規模校 19学級以上

標準規模校 13～18学級児童・生徒数

学級数

12 標準規模校の下限12学級

+16％
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現在ピーク 20年前 20年後
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267人389人
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12

61％が

座間中に進学

47％[栗原小] 76％[中原小]

が栗原中に進学

42％が

東中に進学
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-36％

ピーク 20年前 20年後
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立野台小

現在
-57％

ピーク 20年前 20年後

1,617人

574人 481人
694人

22

1983 2002 2022 2042

+21％
-31％

-15％
-39％

+5％

-44％

-29％
-33％

-4％
-31％

-6％ -23％

現在22学級で、今後児童数が200名程度減少し、
2029年以降18学級程度で推移する見通し。

現在13学級だが今後は減少し、
2034年以降は小規模校となる9学
級で推移する見通し。

現在23学級で児童数・学級数は近年増加傾向だが、今後
は児童数が急減し、2036年以降12学級で推移する見通し。

過去も小規模校だった経緯あり。現在12学級だ
が、2029年以降は小規模校の状態が継続する見
通し。

今後は一時的に12学級まで低下するが、各学年がわず
かに70人を超え、2042年には15学級に回復する見通し。

（再掲）

5．学校別児童生徒数推計および２校に分かれて進学する小学校の児童分布（詳細）
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23 大規模校 19学級以上

標準規模校 13～18学級児童・生徒数

学級数

12 標準規模校の下限12学級

14

1983 2002 2022 2042

現在14学級だが、2030年以降は12学級で推移する見通
し。

-30％（1984年比）

-40％（1987年比）

58％が

南中に進学

39％が

栗原中に進学

7

53％[栗原小] 24％[中原小]

が南中に進学
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1983 2002 2022 2042

1983 2002 2022 2042

1983 2002 2022 2042

1983 2002 2022 2042

1983 2002 2022 20421983 2002 2022 2042

15

12

15

18
1615

42％が

東中に進学

58％が

南中に進学

全員が
東中に進学

全員が
相模中に進学

-16％
-32％

-51％
-14％

-22％
-28％

現在15学級だが今後は減少し、2036年以降12学級
で推移する見通し。

現在は12学級だが、今後も横ばいで推移する見通し。 現在は15学級だが、今後児童数が緩やかに減少し、
2034年以降は12学級となる見通し。

2027年以降は12学級で継続して推移する見通し。現在15学級で今後一時的に11学級まで下がる
が、2037年以降15学級で推移する見込見通し。

今後は一時的に学級数が24学級まで増加する見通
し。

-9％ -5％ -31％
-11％

-20％
+5％

5．学校別児童生徒数推計および２校に分かれて進学する小学校の児童分布（詳細）
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23 大規模校 19学級以上
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現在
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ピーク 20年前 20年後

862人

548人583人 423人18

-6％
-23％

今後は一時的に12学級まで低下するが、各学年がわず
かに70人を超え、2042年には15学級に回復する見通し。

東原小 （再掲）

東
中
学
校
区

8



9

6．児童生徒数・学級数の将来推計結果等のまとめ

18

20

12

12

12 ９

18

18

９

12

12

12

12

12

12

15

築60年以上

令和24年将 来［今後20年間の変化］

15

• 小規模校の
一方手前の
学校が近接。

中学校の小規模校化が進行

2042年度

小学校中学校

19学級以上
(大規模校)

13～18学級
(標準規模校)

12学級
(標準規模校下限)

普通学級数

11学級以下
(小規模校)

同じ中学校区内で、
学校規模に差が生じる

１

２
１

✓ 座間市の将来推計結果より、小学校より中学校の小規模校化が
先に進む。

✓ 10年後以降20年以内には、栗原中学校と南中学校が９学級とな
る。

２
✓ 西中学校区、相模中学校区では、同じ中学校区内の小学校間で

学校規模に差が生じている。

≪まとめ≫
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